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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は平成24年11月９日に公表いたしました、平成25年3月期通期（平成24年4月1日～平成25年3

月31日）連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 
記 

 
１．平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当
期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成24年11月９日発表） 

6,250 425 160 100 ０円95銭 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 6,250 25 △200 △1,100 △10円49銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ０ △400 △360 △1,200 －円－銭 

増 減 率  （％） 0.0 － － － － 

（ご参考） 
前期実績 （平成24年3月期）

5,890 △254 △787 △1,443 △16円92銭 

 （金額の単位：百万円） 

２．平成25年3月期（平成24年4月1日～平成25年3月31日）業績予想修正の理由  
当社グループは、平成24年11月９日に公表いたしました『業績予想の修正に関するお知らせ』の通り、不

動産事業の第２四半期連結会計期末までの計画の未達を通期中に解消させるという方針に則り、営業利益の確

保を目指してまいりましたが、なおまだ販売計画の遅延と未達が予想されることから、営業利益及び経常利益

の通期業績予想を修正いたします。また、当社グループの当面の対処すべき課題である有利子負債の圧縮を、

不動産市場が活況化している当期にさらに一層推進することが必要であると判断したため、当期純利益につき

ましても通期業績予想を修正いたします。 
リーマンショック以降の当社グループの重要な経営課題でありました有利子負債の圧縮は、前期末の13,259

百万円から第３四半期連結会計期末の7,837百万円まで４割以上の圧縮に成功いたしております。これをさら

に圧縮させ、来期以降の健全な財務体質の獲得を図ってまいります。また、復興事業従事者向けの中長期滞在

型宿泊施設『バリュー・ザ・ホテル』事業は、開業済の３軒がいずれも順調な成果を上げており、来春にはさ

らに２軒の開業も決定しております。本事業を引き続き積極的に推進していきながら、資産保有型で不動産販

売の依存度の高い経営から、ホテルマネジメントを柱とするフィービジネスへの事業モデルの転換を図ってま

いります。当社グループは、当期が事業再生のターニングポイントであると判断いたしておりますので、引き

続き当社事業に対するご理解とご支援の程、お願い申し上げます。 
  
(注) 本資料に掲載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、さま

ざまな不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想と異なる場合がございます。 

以 上 
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